
➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡ ➡

➡

　　教職課程履修者は ➡ ➡ ➡

～内の科目は必修

課外講座
教員採用試験受験特別講座

キャリアガイダンス特別講座

赤字 必修科目

青字 選択必修科目

黒字 選択科目

合唱ⅢA（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅢB（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅡA・ⅡB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅠA・ⅠB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅡA・ⅡB

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅠA・ⅠB

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰ（ｳｨｰﾝ研修） 演奏演習

教職課程

教職入門 教育心理学 教育行政 生徒指導の方法及び教育課程の意義と編成 教育方法 総合的な学習の時間の指導法 教育実習指導 教職実践演習（中・高）
教育学概説 教育相談・進路指導 道徳教育の指導法 音楽科教育法B 音楽科教材研究A 音楽科教材研究B 教育実習

音楽科教育法A 音楽における情報機器の活用
特別活動の指導法A・B 特別支援を必要とする生徒の理解

令和2年度　東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科　【ピアノ専攻】　カリキュラムツリー（履修系統図）

1年次 2年次 3年次 4年次
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣA

ｳｨｰﾝの社会と文化A ｳｨｰﾝの社会と文化B

全学共通科目（講義・演習系）
（人間探究）哲学A・B/文化芸術論A・B/ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論（社会的視点）日本国憲法と生活A・B/国際理解と交流A・B/社会福祉概論〔老人・児童福祉を含む〕A・B（自然理解）ひとを読み解く科学A・B/現代の心理学〔発達心理を含む〕A・B/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習A・B

ｽﾎﾟｰﾂ演習 ｽﾎﾟｰﾂ文化論

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣB

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA（留学生クラス） ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB（留学生クラス）

合唱ⅣA 合唱ⅣB

ﾄﾞｲﾂ語1 ﾄﾞｲﾂ語2 ﾄﾞｲﾂ語3 ﾄﾞｲﾂ語4

ｲﾀﾘｱ語2 ｲﾀﾘｱ語3 ｲﾀﾘｱ語4

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

和声学1 和声学2 和声学3 和声学4 対位法A

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

英語1 英語2 英語3 英語4

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

合唱ⅠA 合唱ⅠB 合唱ⅡA

ｲﾀﾘｱ語1

対位法B

合唱ⅡB

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅠB

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅡA ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅡB

ピアノ伴奏法ⅠA ピアノ伴奏法ⅠB

学内演奏

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

音楽の基礎理論A（留） 音楽の基礎理論B（留） ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸA（作曲法・編
曲法を含む）

ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸB（作曲法・編
曲法を含む）民族音楽学A 民族音楽学B

和声学1（留学生クラス） 和声学2（留学生クラス） 楽式論A
（作曲法・編曲法を含む）

楽式論B
（作曲法・編曲法を含む）音楽の基礎理論A 音楽の基礎理論B

卒業演奏

ｵｰｹｽﾄﾗⅡB

音楽史B

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ3 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ4

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門A

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門B

教材伴奏法ⅠA 教材伴奏法ⅠB 教材伴奏法ⅡA 教材伴奏法ⅡB

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

建
学
の
精
神
・
教
育
の
理
念

【
音
楽
芸
術
研
鑽
の
一
貫
教
育
を
通
じ

、
情
操
豊
か
な
人
格
形
成
を
目
途
と
す
る

】

知
識
・
技
能

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

専門分野を超え
て問題を探求す

る姿勢

教養と技能およ
びキャリアを育む
全学共通カリキュ
ラム「東邦スタン
ダード」を設置す

る。

知
識
・
技
能

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

国際的に通用す
る幅広い知識を
持ち、芸術文化
の発展に貢献で
きる人材育成。

身に着けた知識
やスキルを統合
し、問題解決力と
新たな価値の創
造につなげていく
能力や姿勢を育

成する。

知識の活用能
力、批判的・論理
的思考力、課題
探求力、問題解

決力、表現能力、
コミュニケーショ
ン能力の育成の
ため、アクティブ・
ラーニングを取り
入れた参加型の
少人数授業を実

施する。

専攻を超えて、幅
広い領域の科目
を履修し総合的

視点を養う。
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

高い芸術性を修
得するため、専攻
実技は個人レッ
スンを実施する。

広範で多様な基
礎知識の獲得と
専門性を高める
ために、体系的
で幅広い学修が
可能な科目群を

設置する。

専門的な方法論
と知識を学ぶた
めに、順次性が
あるカリキュラム

を編成する。

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰA ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰB

ピアノ　6

副科管弦打楽器ⅢB 副科管弦打楽器ⅣA 副科管弦打楽器ⅣB

副科声楽ⅠA

国際感覚を身に
着け、世界に踏

み出そうとする意
欲

自己や他者の役
割を理解し、協働
できる広い視野
（自己管理能力・
チームワーク）

生涯にわたって
探求しようとする
姿勢（生涯学習

力）

多様な価値を認
め、主体性をもっ
て積極的に社会
に貢献しようとす
る意欲（社会的責
任・チームワー
ク・リーダーシッ

プ）

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

多面的な履修を
通して社会生活
において必須とさ
れる汎用的な能

力

専攻分野を中心
とした知識と技能

国際的な視野に
立った広範な文

化の理解

現代社会に必要
とされるコミュニ
ケーション能力

体系的学修と実
践に基づいた課
題の発見、分析、
解決をする能力

自己発信のプレ
ゼンテーション能

力

科目の区分

外
国
の
言
語
と
文
化

基
礎
教
育
科
目

音
楽
専
門
教
育
科
目

室内楽〔異種楽器〕Ⅱ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅲ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅲ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅳ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅳ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ピアノ　1 ピアノ　2 ピアノ　3 ピアノ　4 ピアノ　5

副科声楽ⅠB 副科声楽ⅡA

ピアノ伴奏法ⅡA ピアノ伴奏法ⅡB

ﾋﾟｱﾉｱﾝｻﾝﾌﾞﾙA ﾋﾟｱﾉｱﾝｻﾝﾌﾞﾙB

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅱ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠB ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡA

共
通
専
門
教
育
科
目

ピ
ア
ノ
専
攻
科
目

日本語2 日本語3 日本語4 日本語5 日本語6 日本語7

日本事情ⅠA 日本事情ⅠB 日本事情ⅡA 日本事情ⅡB 日本事情ⅢA

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡB

ｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｵｰｹｽﾄﾗⅠB ｵｰｹｽﾄﾗⅡA

共通専門科目（講義系）
指揮法／音楽文化論A・B／日本音楽史概説A・B／音楽音響メディア論A・B（※隔年開講2020年度は未開講）／日本の伝統音楽概論A・B／音楽療法的音楽論／音楽心理学A・B／現代音楽教師論／作品研究〔鍵盤〕A・B／作品研究〔管弦楽〕A・B／作品研究〔オペラ〕A・B／
作品研究〔歌曲〕A・B／アジア音楽文化論／音楽と仕事

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1（留学生クラス） ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2（留学生クラス）

合奏A（和楽器を含む） 合奏B（和楽器を含む）

音楽療法概論

音楽史A

人
間
教
育
科
目

文化教養科目

ピアノ　7 ピアノ　8

日本語8

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠB ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡＢ

日本事情ⅢB

➡

留学生
科目

副科声楽ⅡB

副科管弦打楽器ⅠA 副科管弦打楽器ⅠB 副科管弦打楽器ⅡA 副科管弦打楽器ⅡB 副科管弦打楽器ⅢA

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅰ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅰ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

日本事情ⅣA 日本事情ⅣB

日本語1

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅠA



➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡ ➡

➡

　　教職課程履修者は ➡ ➡ ➡

～内の科目は必修

課外講座
教員採用試験受験特別講座

キャリアガイダンス特別講座

全学共通科目（講義・演習系）
（人間探究）哲学A・B/文化芸術論A・B/ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論（社会的視点）日本国憲法と生活A・B/国際理解と交流A・B/社会福祉概論〔老人・児童福祉を含む〕A・B（自然理解）ひとを読み解く科学A・B/現代の心理学〔発達心理を含む〕A・B/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習A・B

ｽﾎﾟｰﾂ演習 ｽﾎﾟｰﾂ文化論

教職課程

教職入門 教育心理学 教育行政 生徒指導の方法及び教育課程の意義と編成 教育方法 総合的な学習の時間の指導法 教育実習指導 教職実践演習（中・高）
教育学概説 教育相談・進路指導 道徳教育の指導法 音楽科教育法B 音楽科教材研究A 音楽科教材研究B 教育実習

音楽科教育法A 音楽における情報機器の活用
特別活動の指導法A・B 特別支援を必要とする生徒の理解

令和2年度　東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科　【声楽専攻】　カリキュラムツリー（履修系統図）

科目の区分
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ﾄﾞｲﾂ語4

ｲﾀﾘｱ語4

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

黒字 選択科目

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

教養と技能およ
びキャリアを育む
全学共通カリキュ
ラム「東邦スタン
ダード」を設置す

る。

基
礎
教
育
科
目

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB

建
学
の
精
神
・
教
育
の
理
念

【
音
楽
芸
術
研
鑽
の
一
貫
教
育
を
通
じ

、
情
操
豊
か
な
人
格
形
成
を
目
途
と
す
る

】

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA（留学生クラス） ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB（留学生クラス）

赤字 必修科目

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣB

ｳｨｰﾝの社会と文化A ｳｨｰﾝの社会と文化B

広範で多様な基
礎知識の獲得と
専門性を高める
ために、体系的
で幅広い学修が
可能な科目群を

設置する。

外
国
の
言
語
と
文
化

ﾄﾞｲﾂ語1 ﾄﾞｲﾂ語2 ﾄﾞｲﾂ語3

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4
青字 選択必修科目

専攻分野を中心
とした知識と技能

英語1 英語2 英語3 英語4

ｲﾀﾘｱ語1 ｲﾀﾘｱ語2 ｲﾀﾘｱ語3

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

多面的な履修を
通して社会生活
において必須とさ
れる汎用的な能

力

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4
国際的な視野に
立った広範な文

化の理解

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

対位法A 対位法B

現代社会に必要
とされるコミュニ
ケーション能力

音楽の基礎理論A 音楽の基礎理論B

音楽の基礎理論B（留） ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸA（作曲法・編
曲法を含む）

ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸB（作曲法・編
曲法を含む）民族音楽学A 民族音楽学B

音楽史A

和声学1（留学生クラス） 和声学2（留学生クラス） 楽式論A
（作曲法・編曲法を含む）

楽式論B
（作曲法・編曲法を含む）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

音楽史B

音楽療法概論

声楽　7 声楽　8

体系的学修と実
践に基づいた課
題の発見、分析、
解決をする能力

高い芸術性を修
得するため、専攻
実技は個人レッ
スンを実施する。

声
楽
専
攻
科
目

声楽　1 声楽　2 声楽　3 声楽　4 声楽　5 声楽　6

専門的な方法論
と知識を学ぶた
めに、順次性が
あるカリキュラム

を編成する。

音
楽
専
門
教
育
科
目

共
通
専
門
教
育
科
目

和声学1 和声学2 和声学3 和声学4

教材伴奏法ⅠB

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡB

音楽の基礎理論A（留）

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅲ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

教材伴奏法ⅠA

共通専門科目（講義系）
指揮法／音楽文化論A・B／日本音楽史概説A・B／音楽音響メディア論A・B（※隔年開講2020年度は未開講）／日本の伝統音楽概論A・B／音楽療法的音楽論／音楽心理学A・B／現代音楽教師論／作品研究〔鍵盤〕A・B／作品研究〔管弦楽〕A・B／作品研究〔オペラ〕A・B／
作品研究〔歌曲〕A・B／アジア音楽文化論／音楽と仕事

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

専攻を超えて、幅
広い領域の科目
を履修し総合的

視点を養う。

自己発信のプレ
ゼンテーション能

力合唱ⅠA 合唱ⅠB 合唱ⅡA 合唱ⅡB 合唱ⅢA（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅢB（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅣA 合唱ⅣB

副科ピアノⅡA 副科ピアノⅡB 副科ピアノⅢA 副科ピアノⅢB

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅳ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅳ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ｵﾍﾟﾗ研究ⅡB

知識の活用能
力、批判的・論理
的思考力、課題
探求力、問題解

決力、表現能力、
コミュニケーショ
ン能力の育成の
ため、アクティブ・
ラーニングを取り
入れた参加型の
少人数授業を実

施する。

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅰ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅰ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅱ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅱ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

専門分野を超え
て問題を探求す

る姿勢

副科管弦打楽器ⅠA 副科管弦打楽器ⅠB 副科管弦打楽器ⅡA 副科管弦打楽器ⅡB 副科管弦打楽器ⅢA 副科管弦打楽器ⅢB 副科管弦打楽器ⅣA 副科管弦打楽器ⅣB

室内楽〔異種楽器〕Ⅲ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

国際感覚を身に
着け、世界に踏

み出そうとする意
欲

合奏A（和楽器を含む） 合奏B（和楽器を含む）

副科ピアノⅠA 副科ピアノⅠB 副科ピアノⅣA 副科ピアノⅣB

学内演奏 ➡

演奏演習

自己や他者の役
割を理解し、協働
できる広い視野
（自己管理能力・
チームワーク）

ｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｵｰｹｽﾄﾗⅠB

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠB

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰA ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰB

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1（留学生クラス） ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2（留学生クラス）

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門A

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門B

朗読法A〔ﾄﾞｲﾂ語〕 朗読法B〔ｲﾀﾘｱ語〕 ｵﾍﾟﾗ研究ⅠA ｵﾍﾟﾗ研究ⅠB ｵﾍﾟﾗ研究ⅡA

教材伴奏法ⅡA 教材伴奏法ⅡB

ｵｰｹｽﾄﾗⅡA ｵｰｹｽﾄﾗⅡB

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡA

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

国際的に通用す
る幅広い知識を
持ち、芸術文化
の発展に貢献で
きる人材育成。

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ3 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ4

人
間
教
育
科
目

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅡA・ⅡB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅠA・ⅠB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅡA・ⅡB

卒業演奏

留学生
科目

日本事情ⅠA 日本事情ⅠB 日本事情ⅡA 日本事情ⅡB 日本事情ⅢA 日本事情ⅢB 日本事情ⅣA 日本事情ⅣB

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡＢ

身に着けた知識
やスキルを統合
し、問題解決力と
新たな価値の創
造につなげていく
能力や姿勢を育

成する。

文化教養科目 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠB ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡA

生涯にわたって
探求しようとする
姿勢（生涯学習

力）

日本語1 日本語2 日本語3 日本語4 日本語5 日本語6 日本語7 日本語8

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰ（ｳｨｰﾝ研修）

多様な価値を認
め、主体性をもっ
て積極的に社会
に貢献しようとす
る意欲（社会的責
任・チームワー
ク・リーダーシッ

プ）

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅠA・ⅠB

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1



➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡ ➡

➡

　　教職課程履修者は ➡ ➡ ➡

～内の科目は必修

音楽の基礎理論B

課外講座
教員採用試験受験特別講座

キャリアガイダンス特別講座

室内楽〔異種楽器〕Ⅰ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ｵｰｹｽﾄﾗ・ｳｨﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗの
ための合奏ﾍﾞｰｼｯｸⅠB

（平成30年度入学生より必修）

赤字 必修科目

青字 選択必修科目

黒字 選択科目

副科ピアノⅣA

音楽の基礎理論B（留） ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸA（作曲法・編
曲法を含む）

ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸB（作曲法・編
曲法を含む）民族音楽学A 民族音楽学B

音楽史A

和声学1（留学生クラス） 和声学2（留学生クラス） 楽式論A
（作曲法・編曲法を含む）

楽式論B
（作曲法・編曲法を含む）

音楽史B

副科ピアノⅢB

教職課程

教職入門 教育心理学 教育行政 生徒指導の方法及び教育課程の意義と編成 教育方法 総合的な学習の時間の指導法 教育実習指導 教職実践演習（中・高）
教育学概説 教育相談・進路指導 道徳教育の指導法 音楽科教育法B 音楽科教材研究A 音楽科教材研究B 教育実習

音楽科教育法A 音楽における情報機器の活用
特別活動の指導法A・B 特別支援を必要とする生徒の理解

令和2年度　東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科　【管弦打専攻】　カリキュラムツリー（履修系統図）

科目の区分
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

教養と技能およ
びキャリアを育む
全学共通カリキュ
ラム「東邦スタン
ダード」を設置す

る。

基
礎
教
育
科
目

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB

建
学
の
精
神
・
教
育
の
理
念

【
音
楽
芸
術
研
鑽
の
一
貫
教
育
を
通
じ

、
情
操
豊
か
な
人
格
形
成
を
目
途
と
す
る

】

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA（留学生クラス） ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB（留学生クラス）

広範で多様な基
礎知識の獲得と
専門性を高める

ために、体系的で
幅広い学修が可
能な科目群を設

置する。

外
国
の
言
語
と
文
化

ﾄﾞｲﾂ語1 ﾄﾞｲﾂ語2 ﾄﾞｲﾂ語3 ﾄﾞｲﾂ語4

ｲﾀﾘｱ語4

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

対位法A 対位法B

現代社会に必要
とされるコミュニ
ケーション能力

音楽の基礎理論A

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣB

ｳｨｰﾝの社会と文化A ｳｨｰﾝの社会と文化B

全学共通科目（講義・演習系）
（人間探究）哲学A・B/文化芸術論A・B/ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論（社会的視点）日本国憲法と生活A・B/国際理解と交流A・B/社会福祉概論〔老人・児童福祉を含む〕A・B（自然理解）ひとを読み解く科学A・B/現代の心理学〔発達心理を含む〕A・B/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習A・B

ｽﾎﾟｰﾂ演習 ｽﾎﾟｰﾂ文化論

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

専攻分野を中心
とした知識と技能

英語1 英語2 英語3 英語4

ｲﾀﾘｱ語1 ｲﾀﾘｱ語2 ｲﾀﾘｱ語3

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

多面的な履修を
通して社会生活
において必須とさ
れる汎用的な能

力

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4
国際的な視野に
立った広範な文

化の理解

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

音楽療法概論

管弦打楽器　7 管弦打楽器　8

体系的学修と実
践に基づいた課
題の発見、分析、
解決をする能力

高い芸術性を修
得するため、専攻
実技は個人レッ
スンを実施する。

管
弦
打
専
攻
科
目

管弦打楽器　1 管弦打楽器　2 管弦打楽器　3 管弦打楽器　4 管弦打楽器　5 管弦打楽器　6

専門的な方法論
と知識を学ぶた

めに、順次性があ
るカリキュラムを

編成する。

音
楽
専
門
教
育
科
目

共
通
専
門
教
育
科
目

和声学1 和声学2 和声学3 和声学4

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠB ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡA

音楽の基礎理論A（留）

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅱ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

ｵｰｹｽﾄﾗ・ｳｨﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗの
ための合奏ﾍﾞｰｼｯｸⅡA

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

専攻を超えて、幅
広い領域の科目
を履修し総合的

視点を養う。

自己発信のプレ
ゼンテーション能

力合唱ⅠA 合唱ⅠB 合唱ⅡA 合唱ⅡB 合唱ⅢA（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅢB（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅣA

知識の活用能
力、批判的・論理
的思考力、課題
探求力、問題解

決力、表現能力、
コミュニケーショ
ン能力の育成の
ため、アクティブ・
ラーニングを取り
入れた参加型の
少人数授業を実

施する。

教材伴奏法ⅠA 教材伴奏法ⅠB

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

専門分野を超え
て問題を探求す

る姿勢

合唱ⅣB

副科ピアノⅠA 副科ピアノⅠB 副科ピアノⅡA 副科ピアノⅡB 副科ピアノⅢA

身に着けた知識
やスキルを統合
し、問題解決力と
新たな価値の創
造につなげていく
能力や姿勢を育

成する。

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

自己や他者の役
割を理解し、協働
できる広い視野
（自己管理能力・
チームワーク）

ｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｵｰｹｽﾄﾗⅠB ｵｰｹｽﾄﾗⅡA ｵｰｹｽﾄﾗⅡB

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門A

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門B

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠA

国際感覚を身に
着け、世界に踏

み出そうとする意
欲

合奏A（和楽器を含む） 合奏B（和楽器を含む）

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰA ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰB

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1（留学生クラス） ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2（留学生クラス） 学内演奏 ➡

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅰ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

ｵｰｹｽﾄﾗ・ｳｨﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗの
ための合奏ﾍﾞｰｼｯｸⅠA

（平成30年度入学生より必修）

ｵｰｹｽﾄﾗⅣA ｵｰｹｽﾄﾗⅣB

教材伴奏法ⅡA

文化教養科目 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠB ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡＢ

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

国際的に通用す
る幅広い知識を
持ち、芸術文化
の発展に貢献で
きる人材育成。

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ3 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ4

人
間
教
育
科
目

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅡA・ⅡB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅠA・ⅠB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅡA・ⅡB

卒業演奏

留学生
科目

日本事情ⅠA 日本事情ⅠB 日本事情ⅡA 日本事情ⅡB 日本事情ⅢA 日本事情ⅢB 日本事情ⅣA

多様な価値を認
め、主体性をもっ
て積極的に社会
に貢献しようとす
る意欲（社会的責
任・チームワー
ク・リーダーシッ

プ）

室内楽〔異種楽器〕Ⅱ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ｵｰｹｽﾄﾗ・ｳｨﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗの
ための合奏ﾍﾞｰｼｯｸⅡB

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅲ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

ｵｰｹｽﾄﾗ・ｳｨﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗの
ための合奏ﾍﾞｰｼｯｸⅢA

室内楽〔異種楽器〕Ⅲ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ｵｰｹｽﾄﾗ・ｳｨﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗの
ための合奏ﾍﾞｰｼｯｸⅢB

副科声楽ⅠA 副科声楽ⅠB 副科声楽ⅡA

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅢA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅢBｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡB ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅣA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅣB

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅳ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

ｵｰｹｽﾄﾗ・ｳｨﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗの
ための合奏ﾍﾞｰｼｯｸⅣA

室内楽〔異種楽器〕Ⅳ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ｵｰｹｽﾄﾗ・ｳｨﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗの
ための合奏ﾍﾞｰｼｯｸⅣB

ｵｰｹｽﾄﾗⅢA ｵｰｹｽﾄﾗⅢB

生涯にわたって
探求しようとする
姿勢（生涯学習

力）

日本語3 日本語4 日本語5 日本語6 日本語7 日本語8

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰ（ｳｨｰﾝ研修）

教材伴奏法ⅡB

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅠA・ⅠB

日本事情ⅣB

演奏演習

共通専門科目（講義系）
指揮法／音楽文化論A・B／日本音楽史概説A・B／音楽音響メディア論A・B（※隔年開講2020年度は未開講）／日本の伝統音楽概論A・B／音楽療法的音楽論／音楽心理学A・B／現代音楽教師論／作品研究〔鍵盤〕A・B／作品研究〔管弦楽〕A・B／作品研究〔オペラ〕A・B／作
品研究〔歌曲〕A・B／アジア音楽文化論／音楽と仕事

日本語1 日本語2

副科ピアノⅣB

副科声楽ⅡB

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2



➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡

➡ ➡

➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡ ➡

　　教職課程履修者は ➡ ➡ ➡

～内の科目は必修

課外講座
教員採用試験受験特別講座

キャリアガイダンス特別講座

赤字 必修科目

青字 選択必修科目

黒字 選択科目

教職課程

教職入門 教育心理学 教育行政 生徒指導の方法及び教育課程の意義と編成 教育方法 総合的な学習の時間の指導法 教育実習指導 教職実践演習（中・高）
教育学概説 教育相談・進路指導 道徳教育の指導法 音楽科教育法B 音楽科教材研究A 音楽科教材研究B 教育実習

音楽科教育法A 音楽における情報機器の活用
特別活動の指導法A・B 特別支援を必要とする生徒の理解

日本事情ⅢB 日本事情ⅣA 日本事情ⅣB

卒業作品発表/卒業研究発表

全学共通科目（講義・演習系）
（人間探究）哲学A・B/文化芸術論A・B/ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論（社会的視点）日本国憲法と生活A・B/国際理解と交流A・B/社会福祉概論〔老人・児童福祉を含む〕A・B（自然理解）ひとを読み解く科学A・B/現代の心理学〔発達心理を含む〕A・B/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習A・B

ｽﾎﾟｰﾂ演習 ｽﾎﾟｰﾂ文化論

総合作曲演習ⅠA・B／総合作曲演習ⅡA・B／総合作曲演習ⅢA・B（作曲コースは2単位選択必修）

身に着けた知識
やスキルを統合
し、問題解決力と
新たな価値の創
造につなげていく
能力や姿勢を育

成する。

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3

副科ピアノⅠB 副科ピアノⅡA 副科ピアノⅡB 副科ピアノⅢA 副科ピアノⅢB 副科ピアノⅣA 副科ピアノⅣB

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠA

合唱ⅡB 合唱ⅢA（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅢB（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅣA

➡
副科管弦打楽器ⅢA

多様な価値を認
め、主体性をもっ
て積極的に社会
に貢献しようとす
る意欲（社会的責
任・チームワー
ク・リーダーシッ

プ）

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅡA・ⅡB

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅠA・ⅠB

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅡA・ⅡB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅠA・ⅠB

生涯にわたって
探求しようとする
姿勢（生涯学習

力）

日本語1 日本語2 日本語3 日本語4 日本語5 日本語6

日本事情ⅠA 日本事情ⅠB 日本事情ⅡA 日本事情ⅡB 日本事情ⅢA

日本語7

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

専門分野を超え
て問題を探求す

る姿勢

副科ピアノⅠA

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

国際的に通用す
る幅広い知識を
持ち、芸術文化
の発展に貢献で
きる人材育成。

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ3 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰA

知識の活用能
力、批判的・論理
的思考力、課題
探求力、問題解

決力、表現能力、
コミュニケーショ
ン能力の育成の
ため、アクティブ・
ラーニングを取り
入れた参加型の
少人数授業を実

施する。

日本語8

人
間
教
育
科
目

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰ（ｳｨｰﾝ研修） 演奏演習

留学生
科目

ソフトウェア演習ⅠA ソフトウェア演習ⅠB ソフトウェア演習ⅡA ソフトウェア演習ⅡB ソフトウェア演習ⅢA ソフトウェア演習ⅢB

室内楽〔異種楽器〕Ⅱ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ｵｰｹｽﾄﾗⅡB

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

副科管弦打楽器ⅣB

合唱ⅡA

体系的学修と実
践に基づいた課
題の発見、分析、
解決をする能力

合唱ⅣB

国際感覚を身に
着け、世界に踏

み出そうとする意
欲

合奏A（和楽器を含む） 合奏B（和楽器を含む）

自己や他者の役
割を理解し、協働
できる広い視野
（自己管理能力・
チームワーク）

教材伴奏法ⅠB 教材伴奏法ⅡA 教材伴奏法ⅡB

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門A

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門B

➡ ➡

学内作品発表/学内研究発表 ➡

自己発信のプレ
ゼンテーション能

力

共通専門科目（講義系）
指揮法／音楽文化論A・B／日本音楽史概説A・B／音楽音響メディア論A・B（※隔年開講2020年度は未開講）／日本の伝統音楽概論A・B／音楽療法的音楽論／音楽心理学A・B／現代音楽教師論／作品研究〔鍵盤〕A・B／作品研究〔管弦楽〕A・B／作品研究〔オペラ〕A・B／
作品研究〔歌曲〕A・B／アジア音楽文化論／音楽と仕事

副科管弦打楽器ⅠA 副科管弦打楽器ⅠB 副科管弦打楽器ⅡA 副科管弦打楽器ⅡB

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰB

合唱ⅠA 合唱ⅠB

音楽の基礎理論B

音楽の基礎理論A（留） 音楽の基礎理論B（留） ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸA（作曲法・編
曲法を含む）民族音楽学B

音楽史A

副科管弦打楽器ⅢB 副科管弦打楽器ⅣA

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡB

作曲　6
メディアデザイン演習6

（実習を含む）

副科声楽ⅠA 副科声楽ⅠB 副科声楽ⅡA 副科声楽ⅡB

教材伴奏法ⅠA

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠB ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡA

作曲　1
メディアデザイン演習1

作曲　2
メディアデザイン演習2

作曲　3
メディアデザイン演習3

作曲　4
メディアデザイン演習4

作曲　5
メディアデザイン演習5

（実習を含む）

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1（留学生クラス） ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2（留学生クラス）

ｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｵｰｹｽﾄﾗⅠB ｵｰｹｽﾄﾗⅡA

専攻分野を中心
とした知識と技能

英語1 英語2 英語3 英語4

ｲﾀﾘｱ語1 ｲﾀﾘｱ語2 ｲﾀﾘｱ語3

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

多面的な履修を
通して社会生活
において必須とさ
れる汎用的な能

力

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4
国際的な視野に
立った広範な文

化の理解

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

対位法A 対位法B

現代社会に必要
とされるコミュニ
ケーション能力

建
学
の
精
神
・
教
育
の
理
念

【
音
楽
芸
術
研
鑽
の
一
貫
教
育
を
通
じ

、
情
操
豊
か
な
人
格
形
成
を
目
途
と
す
る

】

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA（留学生クラス） ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB（留学生クラス）

広範で多様な基
礎知識の獲得と
専門性を高める
ために、体系的
で幅広い学修が
可能な科目群を

設置する。

外
国
の
言
語
と
文
化

ﾄﾞｲﾂ語1

専攻を超えて、幅
広い領域の科目
を履修し総合的

視点を養う。

ﾄﾞｲﾂ語2

ｲﾀﾘｱ語4

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸB（作曲法・編
曲法を含む）民族音楽学A

専門的な方法論
と知識を学ぶた
めに、順次性が
あるカリキュラム

を編成する。

和声学1（留学生クラス） 和声学2（留学生クラス） 楽式論A
（作曲法・編曲法を含む）

楽式論B
（作曲法・編曲法を含む）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

音楽史B

音楽療法概論

作曲　7
メディアデザイン演習7

（実習を含む）

作曲　8
メディアデザイン演習8

（実習を含む）

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣB

ｳｨｰﾝの社会と文化A ｳｨｰﾝの社会と文化B

ﾄﾞｲﾂ語3 ﾄﾞｲﾂ語4

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

教養と技能およ
びキャリアを育む
全学共通カリキュ
ラム「東邦スタン
ダード」を設置す

る。

基
礎
教
育
科
目

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB

音
楽
専
門
教
育
科
目

共
通
専
門
教
育
科
目

和声学1 和声学2 和声学3 和声学4

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅰ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅰ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅱ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

音楽の基礎理論A

高い芸術性を修
得するため、専攻
実技は個人レッ
スンを実施する。

音
楽
創
造
専
攻
科
目

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

令和2年度　東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科　【音楽創造専攻】　カリキュラムツリー（履修系統図）

科目の区分
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢB



➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡

➡

➡

➡

➡

➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡ ➡

➡

　　教職課程履修者は ➡ ➡ ➡

～内の科目は必修

課外講座
教員採用試験受験特別講座

キャリアガイダンス特別講座

全学共通科目（講義・演習系）
（人間探究）哲学A・B/文化芸術論A・B/ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論（社会的視点）日本国憲法と生活A・B/国際理解と交流A・B/社会福祉概論〔老人・児童福祉を含む〕A・B（自然理解）ひとを読み解く科学A・B/現代の心理学〔発達心理を含む〕A・B/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習A・B

ｽﾎﾟｰﾂ演習 ｽﾎﾟｰﾂ文化論

音楽療法各論
（児童）（精神科）（高齢者）

赤字 必修科目

青字 選択必修科目

黒字 選択科目

教育方法 総合的な学習の時間の指導法 教育実習指導 教職実践演習（中・高）
教育学概説 教育相談・進路指導 道徳教育の指導法 教育実習

建
学
の
精
神
・
教
育
の
理
念

【
音
楽
芸
術
研
鑽
の
一
貫
教
育
を
通
じ

、
情
操
豊
か
な
人
格
形
成
を
目
途
と
す
る

】

➡
副科管弦打楽器ⅠA 副科管弦打楽器ⅠB 副科管弦打楽器ⅡA 副科管弦打楽器ⅡB

副科ピアノⅡB 副科ピアノⅢA 副科ピアノⅢB 副科ピアノⅣA 副科ピアノⅣB

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠB

人間と医療ⅡA 人間と医療ⅡB

合奏A（和楽器を含む） 合奏B（和楽器を含む）

教材伴奏法ⅠA

人間と医療ⅠA

障害学A 障害学B

臨床心理学ⅠA 臨床心理学ⅠB 臨床心理学Ⅱ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡＢ

日本語7 日本語8

多様な価値を認
め、主体性をもっ
て積極的に社会
に貢献しようとす
る意欲（社会的責
任・チームワー
ク・リーダーシッ

プ）

日本事情ⅢB 日本事情ⅣA 日本事情ⅣB 生涯にわたって
探求しようとする
姿勢（生涯学習

力）

➡

ｵｰｹｽﾄﾗⅡB

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡB

身に着けた知識
やスキルを統合
し、問題解決力と
新たな価値の創
造につなげていく
能力や姿勢を育

成する。

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅠA・ⅠB

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅡA・ⅡB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅠA・ⅠB

人
間
教
育
科
目

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰ（ｳｨｰﾝ研修） 演奏演習

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅡA・ⅡB

文化教養科目 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠB

教職課程

教職入門 教育心理学 教育行政 生徒指導の方法及び教育課程の意義と編成

日本語4 日本語5 日本語6

学内実習発表

留学生
科目

日本事情ⅠA 日本事情ⅠB 日本事情ⅡA 日本事情ⅡB 日本事情ⅢA

音楽科教育法B 音楽科教材研究A 音楽科教材研究B
音楽科教育法A 音楽における情報機器の活用

特別活動の指導法A・B 特別支援を必要とする生徒の理解

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

国際的に通用す
る幅広い知識を
持ち、芸術文化
の発展に貢献で
きる人材育成。

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ3 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰA ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰB

知識の活用能
力、批判的・論理
的思考力、課題
探求力、問題解

決力、表現能力、
コミュニケーショ
ン能力の育成の
ため、アクティブ・
ラーニングを取り
入れた参加型の
少人数授業を実

施する。

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅰ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅰ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅱ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅱ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

音楽療法の理論と技法A 音楽療法の理論と技法B

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

音楽療法　4 音楽療法　5
（実習を含む）

音楽療法　6
（実習を含む）

合唱ⅢA（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅢB（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

日本語1 日本語2 日本語3

専門的な方法論
と知識を学ぶた

めに、順次性があ
るカリキュラムを

編成する。

音
楽
専
門
教
育
科
目

共
通
専
門
教
育
科
目

和声学1 和声学2 和声学3 和声学4

ｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｵｰｹｽﾄﾗⅠB

合唱ⅠA 合唱ⅠB 合唱ⅡA 合唱ⅡB

副科声楽ⅠA 副科声楽ⅠB

教材伴奏法ⅠB

ｵｰｹｽﾄﾗⅡA

高い芸術性を修
得するため、専攻
実技は個人レッ
スンを実施する。

音
楽
療
法
専
攻
科
目

音楽療法　1 音楽療法　2

副科ピアノⅠA 副科ピアノⅠB

卒業研究発表

現代社会に必要
とされるコミュニ
ケーション能力ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸA（作曲法・編

曲法を含む）
ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸB（作曲法・編

曲法を含む）

体系的学修と実
践に基づいた課
題の発見、分析、
解決をする能力

自己発信のプレ
ゼンテーション能

力

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

自己や他者の役
割を理解し、協働
できる広い視野
（自己管理能力・
チームワーク）

国際感覚を身に
着け、世界に踏

み出そうとする意
欲

専門分野を超え
て問題を探求す

る姿勢

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門B

音楽史A

音楽の基礎理論A 音楽の基礎理論B 楽式論A
（作曲法・編曲法を含む）

楽式論B
（作曲法・編曲法を含む）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

音楽史B

音楽療法概論

音楽療法　7
（実習を含む）

音楽療法　8
（実習を含む）

合唱ⅣA 合唱ⅣB

音楽療法　3

共通専門科目（講義系）
指揮法／音楽文化論A・B／日本音楽史概説A・B／音楽音響メディア論A・B（※隔年開講2020年度は未開講）／日本の伝統音楽概論A・B／音楽療法的音楽論／音楽心理学A・B／現代音楽教師論／作品研究〔鍵盤〕A・B／作品研究〔管弦楽〕A・B／作品研究〔オペラ〕A・B／作
品研究〔歌曲〕A・B／アジア音楽文化論／音楽と仕事

副科ピアノⅡA

副科声楽ⅡA 副科声楽ⅡB

教材伴奏法ⅡA 教材伴奏法ⅡB

人間と医療ⅠB

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4
国際的な視野に
立った広範な文

化の理解

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

専攻分野を中心
とした知識と技能

英語1 英語2 英語3 英語4

ｲﾀﾘｱ語1 ｲﾀﾘｱ語2 ｲﾀﾘｱ語3

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

多面的な履修を
通して社会生活
において必須とさ
れる汎用的な能

力

民族音楽学A 民族音楽学B

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門A

後期 前期 後期

ｳｨｰﾝの社会と文化A ｳｨｰﾝの社会と文化B

広範で多様な基
礎知識の獲得と
専門性を高める

ために、体系的で
幅広い学修が可
能な科目群を設

置する。

外
国
の
言
語
と
文
化

ﾄﾞｲﾂ語1 ﾄﾞｲﾂ語2 ﾄﾞｲﾂ語3 ﾄﾞｲﾂ語4

ｲﾀﾘｱ語4

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

対位法A 対位法B

専攻を超えて、幅
広い領域の科目
を履修し総合的

視点を養う。
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

教養と技能およ
びキャリアを育む
全学共通カリキュ
ラム「東邦スタン
ダード」を設置す

る。

基
礎
教
育
科
目

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB

令和2年度　東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科　【音楽療法専攻】　カリキュラムツリー（履修系統図）

科目の区分
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅢB ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅣB

前期



➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡

ピアノ・管弦打楽器専門生のみ必修⇑

➡

➡ ➡ ➡

ピアノ・管弦打楽器専門生のみ必修⇑

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

⇓ピアノ専門生以外は2年次生より履修可

➡

➡ ➡

ピアノ専門生履修不可⇓ 声楽専門生履修不可⇒ ➡

➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

　　教職課程履修者は ➡ ➡ ➡

～内の科目は必修

全学共通科目（講義・演習系）
（人間探究）哲学A・B/文化芸術論A・B/ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論（社会的視点）日本国憲法と生活A・B/国際理解と交流A・B/社会福祉概論〔老人・児童福祉を含む〕A・B（自然理解）ひとを読み解く科学A・B/現代の心理学〔発達心理を含む〕A・B/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習A・B

ｽﾎﾟｰﾂ演習 ｽﾎﾟｰﾂ文化論

生徒指導の方法及び教育課程の意義と編成

ドイツ語（konzertfach）5 ドイツ語（konzertfach）6 ドイツ語（konzertfach）7 ドイツ語（konzertfach）8ドイツ語（konzertfach）1 ドイツ語（konzertfach）2 ドイツ語（konzertfach）3
〔異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを含む〕

ドイツ語（konzertfach）4
〔異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを含む〕

教職実践演習（中・高）

ｵｰｹｽﾄﾗⅣB

卒業演奏

日本事情ⅠA 日本事情ⅠB 日本事情ⅡA

課外講座

赤字 必修科目

青字 選択必修科目

黒字 選択科目

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1（留学生クラス） ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2（留学生クラス）

教材伴奏法ⅡA 教材伴奏法ⅡB

合唱ⅣB

教職課程

音楽の基礎理論（konzertfach）A

和声学（konzertfach）1

音楽の基礎理論（konzertfach）B

和声学（konzertfach）2

教員採用試験受験特別講座

総合的な学習の時間の指導法 教育実習指導
教育相談・進路指導 道徳教育の指導法 音楽科教育法B 音楽科教材研究A 音楽科教材研究B 教育実習

教職入門 教育心理学 教育行政

日本事情ⅣA 日本事情ⅣB

ｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｵｰｹｽﾄﾗⅠB ｵｰｹｽﾄﾗⅡA ｵｰｹｽﾄﾗⅡB

特別活動の指導法A・B

教育方法

演奏演習

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ

音楽科教育法A 音楽における情報機器の活用
特別支援を必要とする生徒の理解

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠB ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡＢ

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅠA・ⅠB

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅡA・ⅡB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅠA・ⅠB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅡA・ⅡB

教育学概説

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅳ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅳ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅡB

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅰ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅰ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3

日本語7 日本語8

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅢA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅢB ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅣA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅣBｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠB ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡA

日本語1 日本語2 日本語3 日本語4 日本語5 日本語6

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅡA

日本事情ⅡB

朗読法（ｲﾀﾘｱ語）（Konzertfach）ⅠB 朗読法（ﾄﾞｲﾂ語）（Konzertfach）ⅡA 朗読法（ﾄﾞｲﾂ語）（Konzertfach）ⅡB

声作り（ｼｭﾃｨﾑﾋﾞﾙﾄﾞｩﾝｸﾞ）
（Konzertfach）ⅠA（Voのみ）

声作り（ｼｭﾃｨﾑﾋﾞﾙﾄﾞｩﾝｸﾞ）
（Konzertfach）ⅠB（Voのみ）

声作り（ｼｭﾃｨﾑﾋﾞﾙﾄﾞｩﾝｸﾞ）
（Konzertfach）ⅡA（Voのみ）

声作り（ｼｭﾃｨﾑﾋﾞﾙﾄﾞｩﾝｸﾞ）
（Konzertfach）ⅡB（Voのみ）

合唱ⅣA合唱ⅠA 合唱ⅠB 合唱ⅡA 合唱ⅡB

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰA ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰB

学内演奏 ➡

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ3 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ4

副科声楽ⅠB 副科声楽ⅡA 副科声楽ⅡB

教材伴奏法ⅠA

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

高い芸術性を修
得するため、専
攻実技は個人

レッスンを実施す
る。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

専攻を超えて、
幅広い領域の科
目を履修し総合
的視点を養う。

知識の活用能
力、批判的・論理
的思考力、課題
探求力、問題解

決力、表現能力、
コミュニケーショ
ン能力の育成の
ため、アクティブ・
ラーニングを取り
入れた参加型の
少人数授業を実

施する。

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

国際的に通用す
る幅広い知識を
持ち、芸術文化
の発展に貢献で
きる人材育成。

身に着けた知識
やスキルを統合
し、問題解決力と
新たな価値の創
造につなげていく
能力や姿勢を育

成する。

副科ピアノⅠA

共
通
専
門
教
育
科
目

留学生
科目

人
間
教
育
科
目

文化教養科目

音
楽
専
門
教
育
科
目

朗読法（ｲﾀﾘｱ語）（Konzertfach）ⅠA

ピ
ア
ノ

管
弦
打

知
識
・
技
能

教養と技能およ
びキャリアを育む

全学共通カリ
キュラム「東邦ス
タンダード」を設

置する。

広範で多様な基
礎知識の獲得と
専門性を高める
ために、体系的
で幅広い学修が
可能な科目群を

設置する。

専門的な方法論
と知識を学ぶた
めに、順次性が
あるカリキュラム

を編成する。

konzertfach専門実技　1 konzertfach専門実技　2 konzertfach専門実技　3 konzertfach専門実技　4

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

k
o
n
z
e
r
t
f
a
c
h
専
攻
科
目

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡB

Vo・Pf・管弦打 Vo・Pf・管弦打

副科ピアノⅠB 副科ピアノⅡA 副科ピアノⅡB

副科声楽ⅠA

教材伴奏法ⅠB

声
楽

英語3

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門A

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門B

ﾋﾟｱﾉｱﾝｻﾝﾌﾞﾙA ﾋﾟｱﾉｱﾝｻﾝﾌﾞﾙB

ピアノ伴奏法ⅠA ピアノ伴奏法ⅠB

ｲﾀﾘｱ語1 ｲﾀﾘｱ語2

ｵｰｹｽﾄﾗⅢA ｵｰｹｽﾄﾗⅢB ｵｰｹｽﾄﾗⅣA

作品研究〔様式学〕（Konzertfach）ⅡA作品研究〔楽曲分析〕（Konzertfach）ⅠA 作品研究〔楽曲分析〕（Konzertfach）ⅠB 作品研究〔様式学〕（Konzertfach）ⅠA 作品研究〔様式学〕（Konzertfach）ⅠB 作品研究〔楽曲分析〕（Konzertfach）ⅡA

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3

Vo・Pf・管弦打 Vo・Pf・管弦打

konzertfach専門実技　5

英語1 英語2

ｲﾀﾘｱ語3 ｲﾀﾘｱ語4

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

対位法（konzertfach）A

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅱ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅱ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸA（作曲法・編
曲法を含む）

ﾎﾟﾋﾟｭﾗｰﾐｭｰｼﾞｯｸB（作曲法・編
曲法を含む）民族音楽学A 民族音楽学B

音楽史A

作品研究〔楽曲分析〕（Konzertfach）ⅡB

音楽史B

音楽療法概論

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰﾌﾟﾛﾌｪｽｨｵﾈﾙ

（Konzertfach）1
（ウィーン研修）

和声学（konzertfach）3

konzertfach専門実技　6

合唱ⅢA（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅢB（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合奏B（和楽器を含む）

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅠA ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅠB

合奏A（和楽器を含む）

ピアノ伴奏法ⅡB

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅲ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

ピアノ伴奏法ⅡA

室内楽〔異種楽器〕Ⅲ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

キャリアガイダンス特別講座

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡB

日本事情ⅢA 日本事情ⅢB

令和2年度　東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科　【konzertfach演奏専攻】　カリキュラムツリー（履修系統図）
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期
科目の区分

前期 後期 前期 後期

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB

英語4

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA（留学生クラス） ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB（留学生クラス）

ｵﾍﾟﾗ研究ⅡA ｵﾍﾟﾗ研究ⅡB

基
礎
教
育
科
目

外
国
の
言
語
と
文
化

ｵﾍﾟﾗ研究ⅠA ｵﾍﾟﾗ研究ⅠB

Vo・Pf・管弦打 Vo・Pf・管弦打 Vo・Pf・管弦打

ｳｨｰﾝの社会と文化A ｳｨｰﾝの社会と文化B

楽式論A
（作曲法・編曲法を含む）

楽式論B
（作曲法・編曲法を含む）

konzertfach専門実技　7

対位法（konzertfach）B

作品研究〔歌曲〕A（声楽専門生のみ必修） 作品研究〔歌曲〕B（声楽専門生のみ必修）作品研究〔オペラ〕A（声楽専門生のみ必修） 作品研究〔オペラ〕B（声楽専門生のみ必修）

共通専門科目（講義系）：指揮法／音楽文化論A・B／日本音楽史概説A・B／音楽音響メディア論A・B（※隔年開講2021年度は未開講）／日本の伝統音楽概論A・B／音楽療法的音楽論／音楽心理学A・B／アジア音楽文化論／音楽と仕事

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰﾌﾟﾛﾌｪｽｨｵﾈﾙ

（Konzertfach）2
（ウィーン研修）

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰﾌﾟﾛﾌｪｽｨｵﾈﾙ

（Konzertfach）3
（ウィーン研修）

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰﾌﾟﾛﾌｪｽｨｵﾈﾙ

（Konzertfach）4
（ウィーン研修）

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰﾌﾟﾛﾌｪｽｨｵﾈﾙ

（Konzertfach）5
（ウィーン研修）

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰﾌﾟﾛﾌｪｽｨｵﾈﾙ

（Konzertfach）6
（ウィーン研修）

konzertfach専門実技　8

和声学（konzertfach）4

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰﾌﾟﾛﾌｪｽｨｵﾈﾙ

（Konzertfach）7
（ウィーン研修）

作品研究〔様式学〕（Konzertfach）ⅡB

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

多面的な履修を
通して社会生活
において必須とさ
れる汎用的な能

力

建
学
の
精
神
・
教
育
の
理
念

【
音
楽
芸
術
研
鑽
の
一
貫
教
育
を
通
じ

、
情
操
豊
か
な
人
格
形
成
を
目
途
と
す
る

】

専攻分野を中心
とした知識と技能

国際的な視野に
立った広範な文

化の理解

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

現代社会に必要
とされるコミュニ
ケーション能力

体系的学修と実
践に基づいた課
題の発見、分析、
解決をする能力

自己発信のプレ
ゼンテーション能

力

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

専門分野を超え
て問題を探求す

る姿勢

多様な価値を認
め、主体性をもっ
て積極的に社会
に貢献しようとす
る意欲（社会的

責任・チームワー
ク・リーダーシッ

プ）

生涯にわたって
探求しようとする
姿勢（生涯学習

力）

自己や他者の役
割を理解し、協働
できる広い視野
（自己管理能力・
チームワーク）

国際感覚を身に
着け、世界に踏

み出そうとする意
欲

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰﾌﾟﾛﾌｪｽｨｵﾈﾙ

（Konzertfach）8
（ウィーン研修）

Vo・Pf・管弦打



➡

➡

➡ ➡

➡

➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

ピアノ選択生は履修不可⇓ 声楽選択生は履修不可⇒

➡

管弦打選択生は履修不可⇑

➡ ➡

声楽選択生のみ必修⇒ ➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡ ➡

➡

➡ ➡ ➡

➡

全学共通科目（講義・演習系）
（人間探究）哲学A・B/文化芸術論A・B/ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論（社会的視点）日本国憲法と生活A・B/国際理解と交流A・B/社会福祉概論〔老人・児童福祉を含む〕A・B（自然理解）ひとを読み解く科学A・B/現代の心理学〔発達心理を含む〕A・B/ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ演習A・B

共通専門科目（講義系）
指揮法（1～3年次）／音楽文化論A・B／日本音楽史概説A・B／日本の伝統音楽概論A・B（1～3年次）（平成29年度以降入学学生）／音楽療法的音楽論／音楽心理学A・B／現代音楽教師論
音楽と仕事（3年次）／作品研究〔鍵盤〕A・B／作品研究〔管弦楽〕A・B／作品研究〔オペラ〕A・B／作品研究〔歌曲〕A・B／アジア音楽文化論　（⇐平成31年度（令和元年度）入学生より教職選択）

➡

教育行政

⇑平成31年度（令和元年度）入学生より必修

⇓平成31年度（令和元年度）入学生より必修

平成31年度（令和元年度）入学生よりAorB何れか必修⇒

音楽の基礎理論A 音楽の基礎理論B

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

教職入門（人間探究）

和声学1 和声学2 和声学3

民族音楽学A

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠB ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡA ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅡＢ

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

身に着けた知識
やスキルを統合
し、問題解決力と
新たな価値の創
造につなげていく
能力や姿勢を育

成する。

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

赤字 必修科目

青字 選択必修科目

黒字 選択科目

赤字 教職科目

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅡA・ⅡB

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

国際的に通用す
る幅広い知識を
持ち、芸術文化
の発展に貢献で
きる人材育成。

Vo・Pf・管弦打 Vo・Pf・管弦打

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅠB

知識の活用能
力、批判的・論理
的思考力、課題
探求力、問題解

決力、表現能力、
コミュニケーショ
ン能力の育成の
ため、アクティブ・
ラーニングを取り
入れた参加型の
少人数授業を実

施する。

専攻を超えて、幅
広い領域の科目
を履修し総合的

視点を養う。
Vo・Pf・管弦打 Vo・Pf・管弦打 Vo・Pf・管弦打 Vo・Pf・管弦打

朗読法A〔ﾄﾞｲﾂ語〕 朗読法B〔ｲﾀﾘｱ語〕

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅠA

合唱ⅢB（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

合唱ⅣA

合奏B（和楽器を含む）

副科声楽ⅠA 副科声楽ⅠB

合唱ⅡA 合唱ⅡB

教材伴奏法ⅠA 教材伴奏法ⅠB

副科ピアノⅡA 副科ピアノⅡB

建
学
の
精
神
・
教
育
の
理
念

【
音
楽
芸
術
研
鑽
の
一
貫
教
育
を
通
じ

、
情
操
豊
か
な
人
格
形
成
を
目
途
と
す
る

】

自己発信のプレ
ゼンテーション能

力

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

専門分野を超え
て問題を探求す

る姿勢

国際感覚を身に
着け、世界に踏

み出そうとする意
欲

自己や他者の役
割を理解し、協働
できる広い視野
（自己管理能力・
チームワーク）

生涯にわたって
探求しようとする
姿勢（生涯学習

力）

知
識
・
技
能

多様な価値を認
め、主体性をもっ
て積極的に社会
に貢献しようとす
る意欲（社会的責
任・チームワー
ク・リーダーシッ

プ）

多面的な履修を
通して社会生活
において必須とさ
れる汎用的な能

力

専攻分野を中心
とした知識と技能

国際的な視野に
立った広範な文

化の理解

現代社会に必要
とされるコミュニ
ケーション能力

体系的学修と実
践に基づいた課
題の発見、分析、
解決をする能力

課外講座

知
識
・
技
能

教養と技能およ
びキャリアを育む
全学共通カリキュ
ラム「東邦スタン
ダード」を設置す

る。

広範で多様な基
礎知識の獲得と
専門性を高める
ために、体系的
で幅広い学修が
可能な科目群を

設置する。

専門的な方法論
と知識を学ぶた
めに、順次性が
あるカリキュラム

を編成する。

高い芸術性を修
得するため、専攻
実技は個人レッ
スンを実施する。

音
楽
専
門
教
育
科
目

共
通
専
門
教
育
科
目

教
職
実
践
専
攻

声楽

管弦
打

ピアノ

基
礎
教
育
科
目

外
国
の
言
語
と
文
化

人
間
教
育
科
目

文化教養科目

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅡB

教育心理学（自然理解）

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

教育学概説（社会的視点）

ｲﾀﾘｱ語1

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

ﾄﾞｲﾂ語1 ﾄﾞｲﾂ語2 ﾄﾞｲﾂ語3 ﾄﾞｲﾂ語4

英語1 英語2 英語3 英語4

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞⅠB

ｳｨｰﾝの社会と文化A

ｽﾎﾟｰﾂ演習 ｽﾎﾟｰﾂ文化論

令和2年度　東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科　【教職実践専攻】　カリキュラムツリー（履修系統図）

科目の区分
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

民族音楽学B

音楽史A 音楽史B

音楽療法概論

音楽実技　1

道徳教育の指導法

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門A（1～3年次）

音楽実技　2

教育総合科目（教職実践）ⅠA

Vo・Pf・管弦打

合唱ⅣB

教材伴奏法ⅡA 教材伴奏法ⅡB

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅰ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅰ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅱ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅱ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅲ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

副科声楽ⅡA 副科声楽ⅡB

ｵﾍﾟﾗ研究ⅡBｵﾍﾟﾗ研究ⅠA ｵﾍﾟﾗ研究ⅠB

ピアノ伴奏法ⅠA ピアノ伴奏法ⅠB

ﾋﾟｱﾉｱﾝｻﾝﾌﾞﾙA ﾋﾟｱﾉｱﾝｻﾝﾌﾞﾙB

副科管弦打楽器ⅠA 副科管弦打楽器ⅠB 副科管弦打楽器ⅡA 副科管弦打楽器ⅡB

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ1

卒業研究発表

副科ピアノⅠA

ｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｵｰｹｽﾄﾗⅠB

ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ2 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ3 ｿﾙﾌｪｰｼﾞｭ4 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰA

副科ピアノⅢA
➡

合奏A（和楽器を含む）

音楽科教材研究A

副科ピアノⅠB

合唱ⅠA 合唱ⅠB

教職実践演習（中・高）

教育相談・進路指導（人間探究）

生徒指導の方法及び教育課程の意義と編成

特別活動の指導法A・B

教職特講(教職実践専攻)Ⅲ 教職特講(教職実践専攻)Ⅳ教職特講(教職実践専攻)Ⅰ

音楽科教育法A

教育実習

音楽科教育法B

音楽における情報機器の活用

特別支援を必要とする生徒の理解

ピアノ指導者を目指す人のた
めの音楽教育学入門B（1～3年次）

ｲﾀﾘｱ語2 ｲﾀﾘｱ語3 ｲﾀﾘｱ語4

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

ｳｨｰﾝの社会と文化B

和声学4

音楽実技　8

Vo・Pf・管弦打

音楽実技　3 音楽実技　4 音楽実技　5

ｵｰｹｽﾄﾗⅣA

キャリアガイダンス特別講座

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅠ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟⅡ

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅠA・ⅠB

地域創造①（地域貢献として、ｵｰｹｽﾄﾗ等の指導）ⅡA・ⅡB

教員採用試験受験特別講座

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅢA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅢB ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅣA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅣB

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ｵｰｹｽﾄﾗⅣBｵｰｹｽﾄﾗⅡA ｵｰｹｽﾄﾗⅡB

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3

ｵｰｹｽﾄﾗⅢB

ｳｨｰﾝｱｶﾃﾞﾐｰ（ｳｨｰﾝ研修）

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅠB

ｵﾍﾟﾗ研究ⅡA

➡

同族楽器ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ
（含ｵｰｹｽﾄﾗｽﾀﾃﾞｨ）Ⅳ弦・Fl・
Cl・Ob・Fg・Sax・Tp・Hrn・Tb・

EuphTu・Per

室内楽〔異種楽器〕Ⅳ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ｵｰｹｽﾄﾗⅢA

副科ピアノⅢB

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾊｰﾓﾆｰB

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅡA

ピアノ伴奏法ⅡA ピアノ伴奏法ⅡB

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ研究ⅡB

副科ピアノⅣA 副科ピアノⅣB

地域創造②（地域の学校等の授業等補助）ⅠA・ⅠB

学内研究発表

室内楽〔異種楽器〕Ⅲ
〔木管abc/金管abc/弦/打〕

ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡA ｳｲﾝﾄﾞｵｰｹｽﾄﾗⅡB

演奏演習

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾐｭｰｼﾞｯｸ演習ⅠA

教育総合科目（教職実践）ⅡB

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（教職実践専攻）Ⅰ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（教職実践専攻）Ⅱ

➡

➡

教育方法（社会的視点）

教育実習指導

ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ｲﾀﾘｱ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 英語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

楽器の特性と機能（教職実践）

教職特講(教職実践専攻)Ⅱ

対位法A 対位法B

楽式論A
（作曲法・編曲法を含む）

楽式論B
（作曲法・編曲法を含む）

合唱ⅢA（歌唱指導法・日本の伝統
的な歌唱を含む）

音楽科教材研究B

教育総合科目（教職実践）ⅠB 教育総合科目（教職実践）ⅡA

総合的な学習の時間の指導法

音楽実技　6 音楽実技　7



➡

➡ ➡

➡

➡ ➡ ➡

➡

➡

➡

➡ ➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡ ➡

声楽・ピアノ・管楽器・弦楽器・打楽器・
電子オルガン・シンガーソングライター

アーティストより選択

声楽・ピアノ・管楽器・弦楽器・打楽器・
電子オルガン・シンガーソングライター

アーティストより選択

声楽・ピアノ・管楽器・弦楽器・打楽器・
電子オルガン・シンガーソングライター

アーティストより選択

声楽・ピアノ・管楽器・弦楽器・打楽器・
電子オルガン・シンガーソングライター

アーティストより選択

声楽・ピアノ・管楽器・弦楽器・打楽器・
電子オルガン・シンガーソングライター

アーティストより選択

声楽・ピアノ・管楽器・弦楽器・打楽器・
電子オルガン・シンガーソングライター

アーティストより選択

声楽・ピアノ・管楽器・弦楽器・打楽器・
電子オルガン・シンガーソングライター

アーティストより選択

文化教養
科目

声楽・ピアノ・管楽器・弦楽器・打楽器・
電子オルガン・シンガーソングライター

アーティストより選択

音楽実技　ⅡA 音楽実技　ⅡB 音楽実技　ⅢA 音楽実技　ⅢB 音楽実技　ⅣA 音楽実技　ⅠB音楽実技　ⅠA 音楽実技　ⅠB

セルフプロデュース
パフォーマンスA

セルフプロデュース
パフォーマンスB

卒業研究発表

国際的な視野に
立った広範な文

化の理解

ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝA ﾄﾞｲﾂ語圏異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝB

Advanced　Communication　Skills　ⅠA Advanced　Communication　Skills　ⅠB Advanced　Communication　Skills　ⅡA Advanced　Communication　Skills　ⅡB

知
識
・
技
能

多面的な履修を
通して社会生活
において必須とさ
れる汎用的な能

力

体系的学修と実
践に基づいた課
題の発見、分析、
解決をする能力

現代社会に必要
とされるコミュニ
ケーション能力

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞA ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞB 芸術文化とユネスコA 芸術文化とユネスコB

全学共通科目（講義・演習系）
（人間探究）文化芸術論A・B　（社会的視点）日本国憲法と生活A・B　（自然理解）ひとを読み解く科学A・B
情報スキルA・B

ステージングとパフォーマンス／演技とパフォーマンス／ＴＨE業界人（仕事の流儀）ⅠA・B

ＴＨE業界人（仕事の流儀）ⅡA・B

赤字

青字

黒字

多様な価値を認
め、主体性をもっ
て積極的に社会
に貢献しようとす
る意欲（社会的責
任・チームワー
ク・リーダーシッ

プ）

身に着けた知識
やスキルを統合
し、問題解決力と
新たな価値の創
造につなげていく
能力や姿勢を育

成する。

生涯にわたって
探求しようとする
姿勢（生涯学習

力）
意
欲
・
関
心
・
志
向
性

国際的に通用す
る幅広い知識を
持ち、芸術文化
の発展に貢献で
きる人材育成。

自己や他者の役
割を理解し、協働
できる広い視野
（自己管理能力・
チームワーク）

国際感覚を身に
着け、世界に踏

み出そうとする意
欲

知識の活用能
力、批判的・論理
的思考力、課題
探求力、問題解

決力、表現能力、
コミュニケーショ
ン能力の育成の
ため、アクティブ・
ラーニングを取り
入れた参加型の
少人数授業を実

施する。

専門分野を超え
て問題を探求す

る姿勢

意
欲
・
関
心
・
志
向
性

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

専攻を超えて、幅
広い領域の科目
を履修し総合的

視点を養う。

自己発信のプレ
ゼンテーション能

力
ポップス・ボーカルアプローチA ポップス・ボーカルアプローチB エンタメプロデュースA エンタメプロデュースB

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（パフォーマンス総合芸術文化専攻）Ⅰ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（パフォーマンス総合芸術文化専攻）Ⅱ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（パフォーマンス総合芸術文化専攻）Ⅲ

オンエアプロデュースA

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2

P.A.C.S.　7
（Performance,the Arts and Culture

Studies）

P.A.C.S.　8
（Performance,the Arts and Culture

Studies）

共
通
専
門
教
育
科
目

共通専門科目
作曲家の肖像と作品の魅力ⅠA・B／作曲家の肖像と作品の魅力ⅡA・B／作曲家の肖像と作品の魅力ⅢA・B（令和2年度は未開講）／西洋音楽史／日本音楽史／エンタメビジネスA・B／キャリア・クリエイティブ・メソッドA・B

広範で多様な基
礎知識の獲得と
専門性を高める
ために、体系的
で幅広い学修が
可能な科目群を

設置する。

外
国
の
言
語
と
文
化

English　Presentation　A English　Presentation　B

音楽の基礎理論A
音楽の基礎理論B
（基礎和声を含む）

ライブパフォーマンス
&スタッフワークA

必修科目

選択必修科目

選択科目

建
学
の
精
神
・
教
育
の
理
念

【
音
楽
芸
術
研
鑽
の
一
貫
教
育
を
通
じ

、
情
操
豊
か
な
人
格
形
成
を
目
途
と
す
る

】

前期 後期 前期 後期

専攻分野を中心
とした知識と技能

Advanced　English　1 Advanced　English　2

Communication　Skills　ⅠA Communication　Skills　ⅠB Communication　Skills　ⅡA

Basic　English　1 Basic　English　2

Career　English　A Career　English　B

Communication　Skills　ⅡB

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

P.A.C.S.　1
（Performance,the Arts and Culture

Studies）

P.A.C.S.　2
（Performance,the Arts and Culture

Studies）

P.A.C.S.　3
（Performance,the Arts and Culture

Studies）

P.A.C.S.　4
（Performance,the Arts and Culture

Studies）

P.A.C.S.　5
（Performance,the Arts and Culture

Studies）

P.A.C.S.　6
（Performance,the Arts and Culture

Studies）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

知
識
・
技
能

教養と技能およ
びキャリアを育む
全学共通カリキュ
ラム「東邦スタン
ダード」を設置す

る。

基
礎
教
育
科
目

令和2年度　東邦音楽大学　音楽学部　音楽学科　【ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ総合芸術文化専攻】　カリキュラムツリー（履修系統図）

科目の区分
1年次 2年次 3年次 4年次

前期 後期 前期 後期

ライブパフォーマンス
&スタッフワークB

日本の伝統音楽概説　A 日本の伝統音楽概説　B

オンエアプロデュースB

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
総
合
芸
術
文
化

専
攻
科
目

音
楽
専
門
教
育
科
目

人
間
教
育
科
目

ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1

高い芸術性を修
得するため、専攻
実技は個人レッ
スンを実施する。

専門的な方法論
と知識を学ぶた
めに、順次性が
あるカリキュラム

を編成する。


